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ようになる」の 5つが示されており，INTERMEDIATE KANJI BOOK 漢字 1000plus VOL.1
の 6～ 10課を用いて進めていく。




















　　レベル：初級 1・2 ／中級 3・4・ 5  ／上級 6・7・8 
　　履修者数：22 名






























るようになった。また，「I’ve learnt Kanji usage in context」「Kanji is sometimes difficult to me 
But teacher’s class I can use it very well」という記述も，クラスという環境ならではの学び
があったということであろうと考えられる。
　個の学びと協働の学びを，履修者それぞれがバランスよく活かせるよう，今後ともコ
ミュニケーションを密にしながら図っていきたい。
 （さいとう　さとみ，早稲田大学日本語教育研究センター）
